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分布地図の作成作業は、人文系の諸分野において基本的な研究活動のひとつに挙げられ

る。パーソナルコンピュータの普及、操作性の向上により、人文系分野におけるデータの

蓄積、管理もコンピュータの使用が日常的なった。一方、地図の電子化が進み、地図画像

を簡単に扱える環境にある。しかしながら、分布地図の作成に当たっては、地図が電子化

されたものに変わった以外、依然、基本的には一点一点を示す手作業で行われている。本

研究では、すでに蓄えられた位置情報（緯度・経度）を含む人文系のデータを極力、変更

することなく、分布地図の作成を支援するシステムの開発構想及び構築について報告を行

う。 
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Drawing distribution maps is considered as one of basic works in various fields of the humanities. 

Computer is recently used to store or to manage data in the humanities. On the other hand, today, 

since many kinds of maps have been digitalized, we can easily treat maps by computer, combining 

with other types of data. However, nevertheless maps have been digitalized, distribution maps have 

sometimes been drawn, point by point, by hand. In this paper, implementation of a support system is 

presented and discussed, which supports to draw distribution maps without any change of existing 

data in the humanities including positional data given by pairs of longitude and latitude. 
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１．はじめに 
 分布地図の作成は、地理が係わる諸分野にお

いて研究活動の基本である。考古学や歴史学分

野においては重要な位置を占める。研究者は、

地図を広げ、対象を一点一点プロットして分布

地図を作成してきた。一方、コンピュータの普

及、操作性の向上は、考古学、歴史学の研究者

にも日常的に計算機を扱える環境を提供し、多

くの研究者が表計算ソフト等を活用し、独自な

研究用データベースを作成している。また、電

子化した地図も多種多様なものが提供されてい

る。 
コンピュータを利用した分布地図作成は、Ｇ

ＩＳ関連のアプリケーションソフトが市販され、

それらを利用することもできる。しかしながら、

それらは研究者にデータの形式や項目をアプリ

ケーションソフトの規格に変換したファイル形

式を要求するもの(１)や使用できる地図が路線図

等に限定されてしまう(２)など、研究用の分布図

作成ツールとしては使用し辛いのが現状である。

このため、多くの研究者は、地図画像のみを利

用し、対象のプロットは、従前と同様にマウス

操作等により一点一点を表示指定する手作業を

行っている。 
本研究では、歴史学、考古学等の研究支援を

目的とした、研究者が作成したデータベースを

極力、改編することなく活用して分布地図を作

成するシステムの構築について述べる。提案す

るシステムは、多くの研究者が利用している表

計算ソフト(具体的にはMicrosoft Excel)を既存
データベータのインターフェイスとして活用し、

発掘調査報告書等でよく用いられる図１のよう

な分布地図の作成支援をめざす。 
２．既存データとその活用指針 
 考古学や歴史学の研究者が蓄えてきた研究

用資料は、紙媒体が依然として中核であるが、

様々な局面で資料の電子化が行われるように

なった。研究者の多くは、ワープロや表集計

ソフトを利用し、テキストベースのデータベ

ースを作成している。しかしながら、それら

のデータベースは、各々の研究者が研究対象

に応じた項目や書式で独自に作成したもので

ある。 
 研究者が作成した既存データを活用する、

ひとつの考えとしては、ＸＭＬ等のタグ付け

による共用性の向上がある(４)が、個々の研究

者にタグ付け強いるのは現実的でないと思わ

れる。 
 本稿で提案する分布地図作成支援システム

では、既存データの活用を重要な視座に据え

ている。研究者の作ったデータの損なうこと

なく、負担や抵抗の少ない作業で既存データ

ベースを活用するシステムをめざし、次のふ
図１ 分布地図(３) 
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たつの事項を開発条件とした。 
（１）ファイル形式 
研究者のデータベースの実態を踏まえ、ファ

イル形式をＣＳＶ形式にする。既存ファイルが

この形式のファイルである場合も多く、またタ

ブやスペース、＃記号などを区切りとした類似

の形式のものや固定長ファイルなどからの変換

が容易に行える。変換には、対象の研究者が使

い慣れているExcelの機能が利用できる。 
（２）位置情報 
 分布地図を示すためには対象の地図上の位置

が与えられなけばならない。本システムの利用

には、緯度・経度がデータ項目に含まれている

ことが必須である。 
 既存データベースに緯度・経度の項目が含ま

れてはいるが、その項目(フィールド)の位置や
表現形式は多岐にわたる。そこで、項目の位置

は、本システム側で既存データベースの指定時

にフィールド位置を設定する。 
また、緯度・経度の表現形式には様々な形式

が採用されており、例えば、１３５度４３分２

１秒を１項目として「１３５４３２１」や３項

目として「１３５」「４３」「２１」と表現、さ

らに秒単位して「４８８６０１」としたものな

どが存在する。この表現形式についても本シス

テム側で既存データベースの指定時に形式設定

することで対応する。 
３．既存データベース活用に必要なの機能 
 既存データベースに対し２章の(１)で述べた
ファイル形式の変換以外、加工を行わずに使用

するに必要な機能として、以下の３つの挙げら

れる。 
（１）既存データベースの情報保持機能 
２章で述べた既存データベースを活用の指針

にもとづき、既存データベースの緯度・経度の

フィールド位置およびその表現形式を取得、指

定する。得られた情報を参照ファイルとして保

存する機能を設ける。ファイル化することで以

後、同じ既存データベースを指定した場合、こ

のファイルが参照され、情報の取得処理は省略

される。 
（２）分布表示対象の複数指定機能 
 分布地図には、複数の対象群が異なった色や

マークで示されることがしばしばある。一般的

には対象群ごとにファイル化し、複数のファイ

ルを扱う方法である。しかしながら、ファイル

を再編することは本システムの趣旨に反する。

そこで、複数のファイルの指定を可能にすると

ともに、ひとつのファイル内での複数の対象グ

ループの指定機能を設ける。 
（３）再編集可能な描画機能 
 一度作成した分布地図を再編集が必要となる

場面は研究活動のなかで多々起こる。（２）で述

べた機能を前提とした場合、描画情報をファイ

ル化し、保存する機能が必要なる。このファイ

ルを描画ファイルと呼ぶ。描画ファイルは、単

独で分布地図を再生させる情報を保存させる必

要があり、具体的は地図の範囲、種類、ファイ

ルの元のパス、緯度経度、グループ名、色など

である。これは、ひとつのファイルから複数の

対象グループが指定されている場合、対象グル

ープ指定にあたり既存ファイルの検索や整列が

行われる可能性があるため、元のファイルでの

レコード位置等の情報が参照できないためであ

る。 
４．分布地図作成支援システムの構成 
分布地図作成支援システムは、２章および３

章で述べた事項を踏まえ、図２に示す既存ファ

イル設定モード、地図設定モード、分布地図編

集モードの３つのモードから構成される。シス

テム起動後は、どのモードからでも処理が行え、

相互に行き来することが可能で、終了もどのモ
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 起動  

既存ファイル  
設定モード  

地図設定  
モード  

分布図編集

モード  

終了  

図２ 分布地図作成支援システムの構成 

ードからも行える。以下、各モードにおけるフ

ェーズの詳細を述べる。 
（１）既存ファイル設定モード 
 既存ファイル設定モードは、ファイル情報取

得フェーズとグループ設定フェーズから成る

(図３参照)。 
①ファイル情報取得フェーズ 
 ファイル情報取得フェーズは、画面右タグ選

択シート上の既存ファイル open ボタンをクリ
ックするとファイル選択画面が表示され、ファ

イルを選択する。すると自動的にExcelがコー
ルされ、選択したファイルついての参照ファイ

ルが既に作成済みであれば、即、グループ設定

フェーズに移行する。また、なければ緯度、経

度項目位置を順次、Excel 画面上で「列」を指
定することで取得し、緯度・経度の保存形式は、

保存形式のサンプルを示したリストボックスで

選択する。以上の指定内容が参照ファイルとし

て保存され、その後、グループ設定フェーズに

移行する。 
 既存ファイル設定モード 

ファイル情報取得フェーズ 

グループ設定フェーズ 

②グループ設定フェーズ 
 このフェーズは、Excel 画面上で複数行を指
定し、分布のひとつのグループとし、グループ

名と表示色を指定する。ひとつのファイルに対

し、複数のグループの設定を可能とし、グルー

プ指定に当たっては、ソート等のExcelの機能
を使用した結果に対して指定できる。指定後、

仮の描画ファイルとして保存される。 

図3 既存ファイル設定モードの構成 

（２）地図設定モード 
 このモードには、地図種設定フェーズと地図

領域設定フェーズがある(図４参照)。 
①地図種類設定フェーズ 
分布地図の背景となる地図の種類をチェック

ボックスのチェックにより指定するフェーズで

ある。指定できる地図は、海岸線、湖岸線、河

 地図設定モード 

地図種類設定フェーズ 

地図領域設定フェーズ 

図４ 地図設定モードの構成 
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川の３種類の水系データと標高データをもとに

一定標高幅ごとに色づけした彩色標高地図およ

び等高線地図である。色彩標高地図に関しては

基準色、広域、狭域および２色表示の四つの配

色パターンを準備した。２色表示は、人文系研

究者が良く使い図１のような図の作成を想定し

たものである。これらの地図は、任意に組み合

わせることでき、多様な地図表示が可能となっ

ている。 

分布図編集モード 

拡大・縮小描画フェーズ 

グループ属性変更フェーズ 

2万5千分の１地形図表示フェーズ 

保存フェーズ 

印刷フェーズ 
②地図領域設定フェーズ 

図５ 分布地図編集モードの構成  地図領域設定フェーズでは、地図の描画範囲

を設定する。設定には３つの方法を準備した。

ひとつめの方法は、日本全国の任意の範囲を選

択する場合を想定し、全国図を縮小表示した窓

を準備、この縮小図上をマウスドラッグで範囲

を指定する。ふたつめの方法は、左下緯度・左

下経度、右上緯度・右上経度の値をテキストボ

ックスに直接入力で指定する。３つめは、描画

ファイルが先に指定されていることを前提とし、

描画ファイルに保存されている情報をもとに自

動的に描画範囲を設定する。この場合、描画フ

ァイルより最小緯度・最小緯度、最大緯度・最

大経度を取得し、それらの値をもとに、１次メ

ッシュコードに変換し、１次メッシュコードの

範囲を描画範囲とし描画を行う。１次メッシュ

コードとは、全国の地域を経線方向１度、緯線

方向４０分で縦横に分割した区画で縮尺２０万

分の１地勢図の区画に相当する範囲である。 
（３）分布地図編集モード 
 分布地図編集モードでは、拡大・縮小描画フ

ェーズ、グループ属性変更フェーズ、２万５千

分の１地形図表示フェーズ、保存フェーズ、印

刷フェーズの５つのフェーズから構成される

(図５参照)。 
①拡大・縮小描画フェーズ 
このフェーズは、表示している地図を拡大・

縮小する機能がある。拡大では、描画範囲を狭

め、狭めた範囲を拡大描画する。拡大描画には、

表示範囲の中心を変えずに単純２分の１の領域

を拡大描画する方法、指定した分布点を中心に

一定領域の広さで拡大描画する方法、マウスド

ラックの指定により任意の範囲を拡大描画する

方法の３通り用意した。縮小は、描画範囲を広

め、広めた範囲の縮小描画を行う。縮小描画で

は、描画されている２倍領域を描けるように縮

小を行う。 
 描画範囲内の分布点は、自動的に増減制御さ

れるが、縮小描画に当たっては、編集当初の分

布対象点以上に増加することはない。 
 拡大・縮小編集操作の過程は、描画範囲を変

更するたびに履歴情報を逐次保存し、復元・再

編集を可能とした。 
②グループ属性変更フェーズ 
 分布地図編集を進める上で、グループ名や表

示色の変更が必要になることも多々あると思わ

れる。そうしたグループ属性の変更を行うフェ

ーズを用意した。操作は、グループ名の上をマ

ウスクリックすることで入力欄が表示される単

純な方法を採用した。また分布点の色に関して

も色変更ボタンをクリックで再指定できる。こ

の変更を行った場合は、（３）①で述べた履歴情
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報も更新される。 
③２万５千分の１地形図表示フェーズ 
 表示されている分布地図において、示されて

いる分布点(マーカー)をクリックすると、その
点の緯度・経度が表示され、さらにメニューに

ある地形図表示ボタンをクリックすることで、

分布点を含む２万５千分の１地形図が表示させ

る。このとき、白地図上に表示されていたすべ

ての分布点は、２万５千分の１地勢図上にも表

示される。この地形図の表示は、白地図等には

ない分布点周囲の詳細な現

地形の情報が確認でき、研

究者に有益な付加情報にな

ると考えられる。 
④保存フェーズ 
 ①から③の操作を適宜繰

り返し、得られた分布地図

を描画ファイルとして保存

する処理である。保存では、

再描画、再編集が可能とな

る情報をファイル化する。

現時点では、保存する項目

は描画範囲（左下緯度・経

度、右上緯度・経度）、グルー

プの名前・色、各グループの

分布点の緯度・経度である。

⑤印刷フ

 
ェーズ 
図を付加情 作成した分布地

報(テキスト)とともにプリン
トアウトする機能を用意した。

付加情報しては、分布地図領

域の左下緯度・経度、右上緯

度・経度、グループ数、各グ

ループの名称、色、分布点数

および描画ファイル名が印字

される。 
５．システムの操作および実行

図６ 既存ファイル情報取得操作事例 

事例 
作および

報取得操作事例 
ファイ

 ４章で紹介した各モードにおける操

実行の一例を示す。 
（１）既存ファイル情

 図６は、既存ファイルを選択し、参照

ルがない場合で緯度・経度の項目(フィールド)
位置をExcelの操作画面で指定、登録を行って
いる画面である。緯度項目の列をマウスクリッ

クすると Excel の列指定確認画面が表示され
OK ボタンをクリックすることで登録シート

図７ グループ設定操作事例 
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(右フォーム)に登録され、
登録シートの他の項目も設

定し、設定終了ボタンをク

リックすることで参照ファ

イルが作成される。 
（２）クループ設定操作事

例 
 図７は、分布対象のグル

ープを設定する画面である。

l 上でマウスドラッ
に分布する高地性集落遺跡を５つのグループに

既存ファイルが展開された

Excel 画面と設定項目シー
トが表示される。設定項目

シートのグループ番号およ

び分布点の色を設定する。

次に必要な範囲(行)を Exce
グして選択し、Excel の行指定確認画面が表示
されOKボタンをクリックするとことで対象が 
選択される。保存ボタンをクリックすることで

仮の描画ファイルの作成さ

図８ 地図編集操作事例 

れる。 

範囲をマウ

、地図設定操作から

彩

（３）地図編集操作事例 
図８は全国図表示枠より任意の

スドラッグによって指定し

色標高地図を選択し、描画した地図上に畿内

分け描画した例である。図の右下シートには、

それぞれ設定したグループ名と、分布点の数が

表示さる。このグループ名の上をマウスクリッ

クすると、名前変更欄が表示されるので、ここ

でグループ名の変更も可能となっている。また、

地図の上をマウスドラッグすることで図８の地

図内に四角枠の表示され、拡大ボタンをマウス

クリックすると、選択範囲を拡大表示できる。 
（４）２万５千分の１地形

図表示操作 
 図８において任意の位置

をクリックし、右中のタグ

シート操作の地形図呼び出

しボタンをクリックすると

クリック位置を中心とした

２万５千分の１地形図が図

９のように表示される。表

示範囲はクリックした近辺

であるがスクロールバーを

操作することで当該の地形

図の全域を参照できる。 
図９ 2万５千分の１地形図表示操作 （５）印刷操作事例 
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（１）から（４）の操作等を行った結果

を印刷したものが図１０である。図１０は、

地図設定操作で地図の種類を2色表示に設
定、境界となる標高地を１００mに設定し、
図８の図中で設定した範囲を拡大表示し、

得られた分布地図である。印刷ではＡ４用

紙に分布地図の下に諸情報が印字されてい

る。 
６．おわりに 
 様々な様式で既に蓄えられたデータをＣ

ＳＶ形式に変換することのみで直接活用し

分布地図を生成する分布地図作成支援シス

テムの開発について述べた。開発したシス

テムは、考古学や歴史学の研究者をユーザ

として念頭に置き、当該分野に適した分布

地図の作成を行う。研究者が比較的に使い

慣れている Excel を介在させことで,日常
の計算機操作との親和性を高め、本ステム

の実践的使用を目論むものである。しかし、

システムの開発状況は、まだ骨格的処理、

操作を示した状態であり、より一層の分布表現

力の向上を図って行く予定ある。また、考古学、

歴史学の専門研究者に使用を願い、意見を乞う

ことが重要であると感じている。一方、分布に

関する応用的課題に対応する特化した処理機能

(5,6,7)の付加なども興味を持っている。 

左下緯度：341142 

左下経度：1350131 

右上緯度：350256 

右上経度：1355215 

摂津国：42 

大和国：12 

紀伊国：5 

河内国：33 

山城国：10 

ファイル名：畿内高地性集落
 

図１０ 印刷操作事例 

 本研究を進めるに当たり、日頃ご討論、ご援

助を賜る、大阪電気通信大学小澤一雅教授に深

謝いたします。また、本研究の一部は、日本学

術振興会科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）（２）

No.１５５００１５９)によった。 
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